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福島の河川においてダム湖にトラップされる懸濁態Cs-137の評価

Evaluation of trapping of suspended Cs-137 in reservoir lakes in river

systems in Fukushima
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　東京電力福島第一発電所事故により放出され、陸域に沈着した放射性セシウムの多くは、地表の土壌粒子の

うち、シルトやクレイなどの細粒成分に吸着されている。こうした汚染土壌は、降水イベントにより侵食さ

れ、河川水系を通じて輸送されていく。我々は、安全な河川水利用のため、原発事故の影響を受けた地域を流

れる10水系に30の観測点を設置し、懸濁態放射性セシウムの濃度・フラックスの測定を行ってきた。本研究

では、大規模なダムの存在が、河川を通じた放射性セシウムの輸送に与えるインパクトについて調べるた

め、河川流量と初期沈着量で規格化した懸濁態Cs-137フラックス(L/QD)と、流域の土地利用別被覆率及び流

域面積に対するダムの集水域の割合等との比較を行った。その結果、流域に大規模なダムの存在しない地点で

は、L/QDの値は水田と都市の被覆率と正の相関があり、森林の被覆率と負の相関があることが分かった。ま

た、流域にダムが存在する観測地点では、L/QDの値が土地利用別被覆率から推定される値の48～84%と

なっており、流域面積に対するダムの集水域の割合との間で負の相関を示した。
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